




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































認識していく必要がある（朝日新聞 耕論 何を目指す？ 官公庁 平成20
年９月21日（朝））。
(53)大塚・前掲注⑴77頁。
(54)公私の峻別ができない領域や事後的救済では被害者の救済が困難な領域
（現代的課題）にどう取り組むか、訴訟上の改革もさることながら、損害賠償
（事後的救済）及び民事上の差止（事前の防止）に関する実践的理論研究の進
展が望まれる。
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